








要約:メイプルシロップ尿症(MSUD)の新しいマス・スクリーニング法として,新たに開発さ

れたマイクロプレートケイ光法および比色法「分枝鎖アミノ酸測定試薬」について,11 ス

クリーニング施設におけるフィールドサーベイを行った。一般新生児乾燥濾紙血液中の分

枝鎖アミノ酸濃度(BCA 濃度:Leu,Ile,Val の総量)の平均値±SD(mg/dl)は,ケイ光法:4.52

±1.20[n=12,933】,比色法:4.19=1.51[n=9,807】であり,アッセイ間および施設間におい

ても大きな変動はなく,安定した結果が得られた。カットオフ値の設定にあたり,新生児ス

クリーニング陽性患児のデータ解析も合わせて行った結果,日令 10 以下の患児 11 例すべ

ての BCA 濃度は確実に検出できるレベルに上昇していた。本測定試薬は,現行の BIA 法に

比べ,簡便・迅速かつ客観的に検査結果を得ることができる信頼性の高い方法であり,とり

わけ緊急を要する MSUD の新生児マス・スクリーニングにおいて有用な方法であると言え

る。


